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エコアクション２１

環境経営レポート

（活動期間： 2022 年 4 月～2023 年 3 月）

作成日：2023 年 6 月 12 日

株式会社朝日メンテナンス

東京都西東京市富士町 4-4-21



１．環 境 方 針

＜基本理念＞

株式会社朝日メンテナンスは主要事業であるビルメンテナンス業を通じて

地球環境との共生・調和を目指し、現代社会の持続可能な発展・繁栄に寄与で

きるよう環境経営システムを構築し、全社一丸となり積極的に環境に配慮した

環境保全活動に取り組み環境経営の継続的改善に努めます。

＜基本方針＞

１． エコアクション２１に基づく環境マネジメントシステムを構築し、

積極的に環境負荷の軽減に努めます。

２． 環境負荷を軽減する為に、下記の活動を積極的に実践していきます。

① エコドライブを徹底し燃費の向上に取り組みます。

② 廃棄物の排出抑止と、適正処理に取り組みます。

③ 環境に配慮した事務用品などの購入に努めます。

④ 水道、電気使用量の削減に引き続き取り組みます。

⑤ 環境対応商品の推奨・販売に取り組みます。

３． 環境関連の法規制、条例等を遵守します。

４． この基本方針を全社員に周知・徹底し継続的に環境教育を社員に行う

ことにより持続的な環境維持活動の実践に努めます。
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代表取締役

                      平竹 進



２．会 社 概 要

＜事業所名及び代表者氏名＞

株式会社朝日メンテナンス

代表取締役 平竹 進

＜所在地＞

東京都西東京市富士町４丁目４番２１号

＜環境管理責任者氏名及び担当者連絡先＞

環境管理責任者 平竹 進

連絡先 ＴＥＬ： 042-450-5789

   ＦＡＸ： 042-450-5799

e-mail： info@asahi-maintenance.com

＜事業内容＞

ビルメンテナンス業（消防設備点検・工事、給排水設備点検等）

＜保有許可・所属協会等＞

建設業（消防施設） 東京都知事（般-30）第 130874 号

公益社団法人 東京ビルメンテナンス協会会員

公益財団法人 東京防災救急協会会員 13-1-434 号

消防設備士 ４名

消防設備点検資格者（１種・２種） ４名

防火対象物点検資格者 2 名

防災管理点検資格者 １名

建築設備検査員 １名

特定建築物調査員 １名

防火設備検査員 ２名

蓄電池設備点検資格者       １名

＜事業規模＞

設 立： 平成 8 年 7 月 24 日

資 本 金： 1,000 万円

年間売上高： 16,047 万円 （令和 3 年度）

従 業 員 数： 10 名

事務所面積： 52 ㎡

社 有 車： ４台



2022/06/18改定
2017/12/15作成

※当社は、全組織・全活動をEA21の対象としています。

現場管理
大和田　経顕

・エコドライブ・省エネ運転管理をする。
・車両点検管理をする。
・現場作業における廃棄物の発生抑制管理をする。

代表取締役
平竹　進

・経営における課題とチャンスの明確化を図る。
・代表者として環境経営全般に権限と責任を持つ。
・環境方針を制定し、従業員に周知する。
・ＥＡ２１全体の取組状況に関し評価・見直しをする。

環境管理責任者
平竹　進

・環境活動計画の策定をする。
・取組状況の評価をする。
・取組の推進及び見直しを行う。

事務所
平竹　進

・社内における節電管理をする。
・社内における上水節水管理をする。
・廃棄物の発生抑制管理をする。

３．組　織　図

代表取締役
平竹　進

環境管理責任者
平竹　進

事務所管理
平竹　進

現場管理
大和田　経顕

役割・権限・責任



2022年度 2023年度 2024年度

　　基準値・目標値 　　　目標値 　　　目標値 　　　目標値

21,773kg-CO2 21,120kg-CO2 21,120kg-CO2 21,120kg-CO2

97% 97% 97%

ｷｬﾗﾊﾞﾝ平均燃費 5.94km/ℓ 6.06km/ℓ 6.06km/ℓ 6.06km/ℓ

削減比（％） 102% 102% 102%

ｱﾄﾚｰ平均燃費 11.00km/ℓ 11.11km/ℓ 11.22km/ℓ 11.22km/ℓ

削減比（％） 101% 102% 102%

ｶﾛｰﾗ平均燃費 10.55km/ℓ 10.66km/ℓ 10.76km/ℓ 10.76km/ℓ

削減比（％） 101% 102% 102%

ﾗﾝﾄﾞｸﾙｰｻﾞｰ平均燃費 4.63km/ℓ 4.72km/ℓ 4.72km/ℓ 4.72km/ℓ

削減比（％） 102% 102% 102%

一般廃棄物削減 149kg 145kg 145kg 145kg

　削減比（％） 97% 97% 97%

産業廃棄物再資源化 62% 70% 70% 70%

67% 70% 70% 70%

5,179千円 5,283千円 5,334千円 5,386千円

102% 103% 104%

２０１４年より指標から除外しました。

産業廃棄物については適正処理と再資源化に努めることとし、処理方法について消火器と

電気自動車等環境負荷の低い車両への変更を目指すものとします。

２０１０年度実績及び２０１２年度、２０１４年度、２０１８年度、２０２０年度、

4.　環　境　経　営　目　標

当社では地球環境保全に貢献するため、エコアクション２１導入をしております。

環境への取組を効率的、かつ効果的に行うシステムの構築を進め、

２００９年９月から環境負荷低減活動に取り組んでおります。

２０２１年度を基準年とし、中長期目標を下記のように設定いたしました。

３台については２０２１年実績を基準値とし、本年はそれを基に目標値を設定しました。

※グリーン購入比率は主に事務用品の購入に関するものとします。

※電力の削減については、事務所の電力が監査役自宅と一体のため把握出来ません。

誘導灯等の販売価格を指標とすることとしておりますが、販売好調をうけ、２０１９年実績を

積極的に行うことで、節電型、水銀フリー商品を広める一助となるよう努めます。

基準年としました。点検精度の向上により不具合箇所の発見に努め、不具合箇所の改修提案を

※総排水量削減については、事務所の給水が監査役自宅と一体のため把握出来ません。

環境対応商品の販売

二酸化炭素排出量

　削減

廃棄物排出量

　削減

グリーン購入比率

※二酸化炭素排出量削減はガソリン総使用量とします。

電力の使用量及び総排水量は監査役自宅と一体化しており使用量の正確な把握が難しい為、

車両の運用は現在4台となっています。業務量によりガソリン使用量は大きく変動することから

各車両の燃費を環境経営目標の指標としております。２０２０年度に入れ替えがあった車両

環境対応商品の販売についてはより環境負荷を軽減する為に主力商品である消火器具、及び

としております。

また、３～５年を目途に次回車両入れ替えを計画していますが、その際にはハイブリッド、

その他産業廃棄物の処理先を分けるよう見直すことにより、より適正に処分内訳を把握すること



　　　　発見に努め、不具合箇所の改修提案を積極的に行うことで、節電型、

　　　　水銀フリー商品を広める一助となるよう努める。

③　グリーン購入比率

　　○　事務用品は環境負荷の低い商品を選定・購入する。

⑤　環境対応商品の推奨・販売

　　○　エコ消火器・LED誘導灯等の積極販売に努める。

　　　　アイドリングストップに努める。

　　○　環境対応商品の販売については点検精度の向上により不具合箇所の

　　○　パソコン等ＯＡ機器の未使用時の電源オフを徹底する。

　　○　エアコンの温度管理（夏季２８℃、冬季２０℃）を徹底する。

　　○　節水・節電の啓蒙（節水・節電シール等）

　　○　定期的な漏洩の確認。

　　○　不使用時の消灯を徹底する。

　　○　定期的な漏洩の確認。

　　○　産業廃棄物の発生量を把握し、再資源化に努める。

　　　　次回車両入れ替え時はハイブリッド車等の低環境負荷車両を選定する。

　　　　公共交通機関の利用促進を行う。

④　水道・電気使用量の削減

      ５．環　境　経　営　計　画

①　二酸化炭素排出量の削減

　　○　自動車燃費の向上計画

②　廃棄物排出量の削減

　　○　廃棄物の分別を徹底し、減量化に努める。

　　　　エコドライブを徹底する。



環境目標 達成状況

二酸化炭素排出量 21,120 kg-CO2 24,400 kg-CO2 ×

　削減

ｷｬﾗﾊﾞﾝ平均燃費 6.06 km/ℓ 5.71 km/ℓ ×

ｱﾄﾚｰ平均燃費 11.11 km/ℓ 10.84 km/ℓ △

ｶﾛｰﾗ平均燃費 10.66 km/ℓ 10.49 km/ℓ △

ﾗﾝﾄﾞｸﾙｰｻﾞｰ平均燃費 4.72 km/ℓ 4.56 km/ℓ △

廃棄物排出量

　一般廃棄物 145 ｋｇ 172 ｋｇ ×

産業廃棄物再資源化 〇

グリーン購入比率 〇

環境対応商品の販売 5,283 千円 5,117 千円 △

実施結果

６．運用結果及び評価

　　２０２２年４月～２０２３年３月までの運用結果

（１）　運用結果

○　達成　　△　ほぼ達成　　×　未達成

75％

目標値

２２年４月～２３年３月

70％

78％70％



②　廃棄物排出量の削減

　　産業廃棄物は再資源化率を向上することができた。

　　次年度への取り組み：引き続き実践に努める。

①　二酸化炭素排出量の削減

　　ようにする。次回車両入れ替えの際にはハイブリッド車等を選択するようにする。

　　次年度への取り組み：次回車両入れ替えの際にはハイブリッド車等を選択する

　　評価：廃棄物の実績値は昨年に比して一般廃棄物は大幅な増量となった。

　　次年度への取り組み：不要なものを出さないよう気を付けたうえで、排出量に

　　評価：グリーン購入比率に関して目標の達成をすることができた。

　　今後もエコドライブを意識しつつ、データの収集にあたる。

（２）　取組結果の評価及び次年度への取組

　　評価：二酸化炭素排出量削減に関しては、2014年度よりガソリンの総使用量

　　より割り出すこととし、活動継続してきた。

　　2020年に車両の旧式化に対応し、大幅な入れ替えを行った。（3/4台）

　　高年式車へ変更したが車両種別が変わったこともあり、想定したほどの燃費向上

　　は無かった。

　　次年度も点検精度の向上により不具合箇所の発見に努め、不具合箇所の改修

　　提案を行い、積極的に環境対応商品の販売につなげるよう努める。

　　分けることにより一層の内容把握に努めることとする。

③　グリーン購入比率

　　常時使用するコピー用紙等はグリーン購入しており、積極的なグリーン購入を

④　水道・電気使用量の削減

　　により啓蒙活動を図るとともに、漏洩防止に努め削減活動を継続してきたこと

　　次年度への取り組み：引き続き実践に努める。

　　評価：電気、水道使用量の削減については「節水シール」などを貼付すること

　　いるが、昨年度より2019年度実績を基準とした。本年も昨年同様、工事案件の

　　ラベルレス・リサイクル100％ボトルのものへと変更した。

　　は評価できると考える。

　　ついて再度確認する。しかしながら業容の拡大により一般廃棄物排出量が

　　評価：環境対応商品の販売について「消火器、誘導灯」の販売価格を集計して

　　受注が好調だったが、目標には若干満たない実績となった。

　　次年度への取り組み：引き続き実践に努める。

⑤　環境対応商品の推奨・販売

　　増大することはやむを得ないところもある為、今後基準値について再考する。

　　産業廃棄物については昨年より廃消火器とその他産業廃棄物の処分先を

　　実践している。また、福利厚生として事務所に常備しているペットボトル飲料を



小売店へ料金を支払い引き渡しまたは
自治体指定方法で廃棄

廃棄物の削減に努め、廃棄に際しては
西東京の規則に従う。

保管基準：周囲に囲い、飛散流出
防止、掲示板

以上

・二酸化炭素削減についてだが、2020年社有車を4台中3台入れ替えるという
　大幅な変更があった。高年式車へ変更したが車両種別が変わったこともあり、
　想定したほどの燃費向上はなかった。次回車両入れ替えの際にはハイブリッド車
　等を選択するようにし、二酸化炭素削減に努めるようにする。
　エコドライブの意識は根付いているが、引き続き各人の意識レベルの向上を
　図り、積極的活動を進めてゆく。
・産業廃棄物の処理について廃消火器とその他産業廃棄物の処分先を分けたことに
　より適切な処分と内訳の把握ができるようになった。
・グリーン購入比率に関してはしっかり根付いたと感じる。次年度以降も引き続き
　積極的な選定に努める。
・環境対応商品の販売に関しては工事案件の受注が好調ではあったが、目標には
　若干満たない実績となった。
　次年度も点検精度の向上により不具合箇所の発見に努め、積極的な営業で不具合
　箇所の改修提案を行い、環境対応商品の販売につなげるよう努める。
・エコアクション２１を導入後13年目を終えたが、環境経営システムの発想法を
　全社員に浸透させ、更なる継続努力を続ける。

７．環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価の結果
並びに違反、訴訟等の有無

当社に適用される環境関連法規について「環境関連法規等一覧表/遵守評価」で
遵守評価した結果、環境関連法規への違反はありません。なお、関係当局よりの
違反等の指摘は、過去３年間ありません。

　 ８．代表者による全体評価と見直しの結果

家電リサイクル法

西東京市廃棄物の処理
及び再利用に関する条例

廃棄物の処理及び清掃に
関する法律

廃棄時には小売店へ引き渡す。

法令を遵守し適切に処理。

掲示板、保管状況確認


